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１．はじめに 

近年，電子・通信技術などの情報化分野における技術進歩に伴い，土木施工分野にもこれらの技術を応用し

た情報化施工が導入されつつある．特に大規模盛土では施工機械の大型化も進んでおり，施工の省力化・効率

化が図られている．そのため，1日あたりの施工範囲が広大化してきており，効率的かつ定量的な施工管理手
法の開発が期待されている． 
筆者らは，盛土工事において，転圧時の振動輪加速度を計測し，その加速度波形の周波数分析により得られ

る地盤応答値(以下，ＣＣＶという)から，リアルタイムで面的に品質を評価する手法を提案している．本論文
では，ＣＣＶによる盛土締固め管理手法の実用化を目的として実施している試験運用の結果を示し，提案して

いる品質管理手法についての検討概要を報告する． 
２．品質管理手法 

筆者らは，品質管理手法の一つとして図-1に示す品質管理

フローをもとに実工事において試験運用を行っている．これ

は，モデル施工でＣＣＶによる規定値(以下ＣＣＶ規定値と
する)と規定転圧回数を決定し，この 2 つの規定値を組み合
わせて盛土の品質管理を行い，転圧の省力化を図る手法であ

る． 
この手法の特徴は，ＣＣＶはＧＰＳとの併用により，位置

情報とリンクさせながらリアルタイムな計測が可能であり，

実施工では転圧が１回終了する毎に品質面からの面的な転

圧完了判定を行うことができることである． 
規定転圧回数に達していない場合は，ＣＣＶ規定値による

転圧完了判定を行い，管理ブロック毎のＣＣＶ平均値がＣＣ

Ｖ規定値を上回っていれば規定転圧回数に達していなくて

も転圧は完了していると判定する．その一方で，規定転圧回

数に達していればＣＣＶ規定値を超えていなくても転圧を

終了したものと判定する．なお，ＣＣＶの計測は2ｍ×2ｍの管理単位ブロック毎に行い、ＣＣＶ規定値によ
る転圧完了判定は10ｍ×10ｍの管理ブロックで行っている1)． 
ＣＣＶは，含水比が高い盛土材料では，締固めが進んでも値はあまり変化しないことが知られている．その

ため，ＣＣＶによる品質管理を行うにはこの点を考慮しなければならない．そこで筆者らは，含水比の低い盛

土材料においてモデル施工を行い，原位置試験から得られた規定転圧回数時のＣＣＶ平均値をＣＣＶ規定値と

している．この規定値を用いた場合，含水比の高い盛土材料では，締固めが進んでもＣＣＶが規定値に達しな

い可能性はあるが，品質管理の安全性を考えた場合，確実に安全側での評価が可能であることから，この手法

を採用するのが妥当であると考えた． 
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図-1　品質管理フロー
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３．計測結果 

実施工のうち，含水比の異なる材料を同一ヤードで転圧した際の管理単位ブロック毎のＣＣＶ計測結果の例

を図-2 に示す．左側が低含水比材料転圧時，右側が高含水比材料転圧時で，共に１・４・８回転圧後の結果

を示している．(当材料の規定転圧回数は 8回)．低含水比材料転圧時は，初期転圧段階においてＣＣＶが低い

値を示しているが転圧が進むにつれて高い値に変化していることがわかる．一方，高含水比材料転圧時は，転

圧が進んでもＣＣＶはあまり変化していない．いずれのヤードにおいても品質管理基準(Ｄc＝92％以上)は満

足していることから，ＣＣＶは含水比の高い材料では盛土材料の品質を反映しにくいことがわかる． 

次に，10ｍ×10ｍの管理ブロック毎に，ＣＣＶ規定値による転圧完了判定を行った結果を図-3 に示す．図

-2 と同様，左側が低含水比材料転圧時，右側が高含水比材料転圧時である．転圧完了の判定は，管理ブロッ

クで計測されるＣＣＶの平均値がＣＣＶ規定値を上回っているか否かで行っている．低含水比材料転圧時は規

定転圧回数終了時に全管理ブロックが転圧完了と判定されている．一方，高含水比材料転圧時は，規定転圧回

数に達しても転圧完了と見なせる管理ブロックは少ない．この場合は，さらに転圧を行いＣＣＶの上昇を待つ

のではなく，規定転圧回数を満足しているという条件から転圧完了と判定する． 

以上のように，図-1 で示すような品質管理手法を用いた場合，含水比が低い範囲はＣＣＶ規定値で，高い

範囲はＣＣＶを基準にしながら規定転圧回数で管理することができる． 

４．まとめ 

本論文では，ＣＣＶ規定値による品質管理手法を示し，品質管理フローの正当性を示した．今後も引続き，

試験運用を実施し，より多くのデータを収集するとともに，より実運用に即した地盤応答値による締固め度等

の判定基準を決定する手法および品質管理手法について検討していく所存である． 
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図-2　ＣＣＶ計測結果
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図-3　転圧完了判定図
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